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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 8,716 9.9 3,660 3.6 3,676 △1.7 2,284 △31.5

2024年３月期中間期 7,930 18.2 3,531 21.5 3,738 8.3 3,332 46.5

（注）包括利益 2025年３月期中間期 2,530百万円（△47.4％） 2024年３月期中間期 4,808百万円（126.0％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 57.40 －

2024年３月期中間期 83.64 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期中間期 45,612 31,535 69.2 792.19

2024年３月期 46,112 31,419 68.2 794.32

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 31,556百万円 2024年３月期 31,441百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 66.00 66.00

2025年３月期 － 0.00

2025年３月期(予想) － － －

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注１）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

（注２）2025年３月期の配当予想につきましては、業績予想を開示していないため、配当予想額は未定であります。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

当社グループの主たる事業である投信投資顧問業は、業績が経済情勢や相場環境によって大きな影響を受ける状況にある

ため将来の業績予想は難しいと認識しております。

なお、当社グループの重要な経営指標の一つである運用資産残高につきましては、原則として毎月月初５営業日以内に、

前月末速報値を別途開示しておりますのでご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 41,915,480株 2024年３月期 41,915,480株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 2,081,859株 2024年３月期 2,332,303株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 39,791,218株 2024年３月期中間期 39,842,237株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名 －）、除外  －社  （社名 －）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２.中間連結財務諸表及び主な注記（３）中間連結財務諸表に関する注記事項（会

計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、株式付与ＥＳＯＰ信託及び役員向け株式交付信託が所有する当社株式を含めております
(2025年３月期中間期 1,421,389株、2024年３月期 1,671,993株)。また、期中平均株式数の計算においては、株式付
与ＥＳＯＰ信託及び役員向け株式交付信託が所有する当社株式を、控除する自己株式に含めております(2025年３月
期中間期 1,463,873株、2024年３月期中間期 1,063,963株）。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

当社は、上記「３．2025年３月期の連結業績予想」に掲げた理由から、配当予想額についての記載をしておりませ

ん。配当額が確定した時点で速やかに開示いたします。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当中間期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（２）当中間期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………………… 3

（１）中間連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 3

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 …………………………………………………………… 5

中間連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 5

中間連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………………… 6

（３）中間連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（会計方針の変更に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 8

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 8

○添付資料の目次

- 1 -

スパークス・グループ株式会社（8739）
2025年３月期　第２四半期（中間期）決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間期の日本株式市場は、利益確定売りや米長期金利上昇懸念、米CPIの上昇、中東情勢の悪化が影響したこ

とから下落して始まりました。日経平均株価は一時37,000円を割り込みましたが、５月には米消費者物価指数や

米小売売上高など予想を下回る指標が発表され、金融引き締めの長期化への懸念が後退した結果、米国の主要３

株価指数が史上最高値を更新し、日経平均株価も一時39,000円を回復しました。日米の金融政策の動向に注目が

集まるなかレンジ内でもみ合いの推移となった後、円安の進行とともに好調な流れが継続し、７月11日には

42,000円台まで上昇いたしました。しかしながら、米国消費者物価指数が想定以上に軟化し、米国ハイテク株に

利益確定売りが入ったことや為替が円高方向に振れたことなどから、日本株式市場は下落に転じ、７月末の日銀

金融政策決定会合での追加利上げが円高を呼び、さらに市場予想を下回った７月の米ISM製造業景気指数で米国景

気減速懸念が台頭し円高が一層進行したことで、リスク回避の流れが強まり暴落となりました。その後、為替が

落ち着いたことで、日本株式市場も落ち着きを取り戻し、大幅に回復していきましたが、９月に入ってからも日

本株式市場は上値が重く、投資家は慎重な姿勢を維持しました。さらに９月下旬に実施された自民党総裁選挙の

結果、経済政策への警戒感が高まったことなどから、日経平均株価は前期末に比べ6.1％下落し37,919.55円で取

引を終えました。

　このような市場環境のもと、当社グループの当中間期末運用資産残高は、１兆9,011億円（注１）と前期末に比

して0.6％の増加となりました。

　当中間期における残高報酬（注２）は前年同期比15.3％増の80億12百万円となりました。また、成功報酬（注

３）は、前年同期比33.6％減の６億４百万円となり、営業収益は前年同期比9.9％増の87億16百万円となりまし

た。

　営業費用及び一般管理費に関しては、前年同期比14.9％増の50億55百万円となりました。これは、主に公募投

信の運用資産残高増加に伴う支払手数料の増加及び人件費の増加によるものです。

　この結果、営業利益は前年同期比3.6％増の36億60百万円、経常利益は為替差益の減少等により、前年同期比

1.7％減の36億76百万円となりました。また、前年同期に計上した投資有価証券売却益11億９百万円が当中間期に

計上がないこと等により、親会社株主に帰属する中間純利益は前年同期比31.5％減の22億84百万円となりまし

た。

　なお、事業の持続的かつ安定的な基盤となる収益力を示す指標である基礎収益（注４）は前年同期比13.1％増

の35億73百万円（前年同期は31億59百万円）となりました。

（注１）当中間期末（2024年９月末）運用資産残高は速報値であります。

（注２）残高報酬には、日本再生可能エネルギー投資戦略に関連する発電所等の管理報酬を含んでおります。

（注３）成功報酬には、株式運用実績から発生する報酬の他に、日本再生可能エネルギー投資戦略に関連する発電所スキームの組成の

対価等として受ける一時的な報酬（アクイジションフィー）を含んでおります。

（注４）基礎収益とは、経常的に発生する残高報酬（手数料控除後）の金額から経常的経費を差し引いた金額であり、当社グループの

最も重要な指標のひとつであります。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

　当中間連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて４億99百万円減少し、456億12百万円となりま

した。主な増減内訳は、現金及び預金が55億91百万円の減少、未収入金が６億95百万円の増加、未収還付法人税

等が４億21百万円の減少、有形固定資産が５億45百万円の増加、投資有価証券が40億81百万円の増加となってお

ります。

（負債）

　当中間連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ６億15百万円減少し、140億77百万円となりまし

た。主な増減内訳は、未払金が８億73百万円の減少、未払法人税等が３億40百万円の減少、賞与引当金が４億96

百万円の増加、繰延税金負債が３億75百万円の増加となっております。

（純資産）

　当中間連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億16百万円増加し、315億35百万円となりま

した。主な増減内訳は、利益剰余金が４億30百万円の減少、自己株式が２億82百万円の減少、その他有価証券評

価差額金が３億56百万円の増加となっております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金・預金 22,066 16,475

前払費用 323 456

未収入金 792 1,488

未収還付法人税等 421 0

未収委託者報酬 1,588 1,664

未収投資顧問料 1,402 1,509

預け金 203 203

その他 332 218

流動資産計 27,130 22,016

固定資産

有形固定資産 1,027 1,572

無形固定資産 1,234 1,231

投資その他の資産

投資有価証券 16,289 20,370

差入保証金 169 176

長期前払費用 143 144

退職給付に係る資産 19 12

繰延税金資産 97 87

投資その他の資産合計 16,719 20,791

固定資産計 18,981 23,595

資産合計 46,112 45,612

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 2,000 2,000

未払手数料 454 441

未払金 1,540 666

未払法人税等 1,655 1,315

預り金 79 33

賞与引当金 3 499

株式給付引当金 235 99

長期インセンティブ引当金 3 1

役員株式給付引当金 40 －

その他 534 461

流動負債計 6,547 5,518

固定負債

長期借入金 7,000 7,000

株式給付引当金 228 181

長期インセンティブ引当金 3 1

役員株式給付引当金 10 －

繰延税金負債 592 968

その他 310 407

固定負債計 8,145 8,558

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 0 0

特別法上の準備金合計 0 0

負債合計 14,692 14,077

純資産の部

株主資本

資本金 8,587 8,587

資本剰余金 1,848 1,848

利益剰余金 20,960 20,529

自己株式 △3,579 △3,297

株主資本合計 27,815 27,667

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,198 2,555

為替換算調整勘定 1,434 1,339

退職給付に係る調整累計額 △7 △6

その他の包括利益累計額合計 3,625 3,888

非支配株主持分 △22 △20

純資産合計 31,419 31,535

負債・純資産合計 46,112 45,612
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

営業収益

委託者報酬 4,166 4,842

投資顧問料 3,497 3,603

その他営業収益 266 269

営業収益計 7,930 8,716

営業費用及び一般管理費 4,398 5,055

営業利益 3,531 3,660

営業外収益

受取利息 34 52

受取配当金 14 15

為替差益 184 －

投資事業組合運用益 － 15

持分法による投資利益 4 14

雑収入 8 19

営業外収益計 246 117

営業外費用

支払利息 33 33

為替差損 － 58

投資事業組合運用損 2 －

雑損失 3 8

営業外費用計 39 101

経常利益 3,738 3,676

特別利益

投資有価証券売却益 1,109 －

特別利益計 1,109 －

特別損失

投資有価証券評価損 92 －

特別損失計 92 －

税金等調整前中間純利益 4,755 3,676

法人税、住民税及び事業税 1,334 1,243

法人税等調整額 94 165

法人税等合計 1,429 1,408

中間純利益 3,326 2,268

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △6 △15

親会社株主に帰属する中間純利益 3,332 2,284

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 3,326 2,268

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,339 356

為替換算調整勘定 142 △95

退職給付に係る調整額 0 0

その他の包括利益合計 1,482 262

中間包括利益 4,808 2,530

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 4,814 2,546

非支配株主に係る中間包括利益 △6 △15

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算定

した額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引等に

応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計上され

た法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対応する税

額を損益に計上することといたしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又はその

他の包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を算定する

ことが困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、当中間連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当中間連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減するとともに、対応する金額を資本剰余金又はその他の包括利益累計額のう

ち、適切な区分に加減し、当該期首から新たな会計方針を適用しております。なお、当該会計方針の変更による中

間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後

の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の

中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等の注記）

前中間連結会計期間（自2023年４月１日  至2023年９月30日）及び当中間連結会計期間（自2024年４月１日  

至2024年９月30日）

     当社グループは、投信投資顧問事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

（自己株式の取得及び消却）

当社は、2024年10月31日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第

156条の規定に基づき、自己株式を取得すること、及び会社法第178条の規定に基づき自己株式の消却を行うことを以

下のとおり決議いたしました。

１．自己株式の取得及び消却を行う理由

株主還元の充実を図るとともに、資本効率の向上および経営環境に応じた機動的な資本政策の遂行を可能とするた

め。

２．取得に係る事項の内容

(1)　取得対象株式の種類 当社普通株式

(2)　取得する株式の総数 210,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 0.51％）

※株式付与ESOP信託及び役員向け株式交付信託が保有する当社の株式1,421,389株は、控除する自己株式に含めており

ません。

(3)　株式の取得価額の総額 300,000,000円（上限）

(4)　取得期間 2024年11月１日から2025年１月31日まで

(5)　取得方法 東京証券取引所における市場買付

３．消却に係る事項（予定）の内容

(1)　消却する株式の種類 当社普通株式

(2)　消却する予定の株式数 上記により取得した自己株式の全株式数

(3)　消却予定日 2025年１月31日

（新規事業の開始）

当社は、2024年10月31日開催の取締役会において、北海道ニセコ地区で高級ヴィラの開発プロジェクトを開始する

ことを決議いたしました。

１．新規事業開始の趣旨・背景及び概要

これまで当社グループは、再生可能エネルギーを中心とした国内インフラ投資を推進してまいりました。北海道は

国内随一の再生可能エネルギーのポテンシャルを持つことから、今後は洋上風力、水素、蓄電池、海底直流送電網と

いったインフラ投資が加速的に進んでいくものと考えています。また北海道は、データセンターや半導体産業の集積

を背景に、広大な大地を有効に活用した、AIに関する実証・実装の先進地となるポテンシャルも有しています。

更に北海道は豊かな観光資源にも恵まれ、特に日本百名山に数えられる羊蹄山を中心としたニセコ地区は、上質な

パウダースノーが楽しめることから国内外の富裕層に人気が高く、2030年以降に予定されている北海道新幹線の延伸

や高速道路開通、外資系ラグジュアリーホテルの開発などにより、世界でも有数のスノーリゾートとしてさらに期待

が高まっています。

このような背景から当社グループは、北海道ニセコ地区の、羊蹄山の雄大な眺望と四季折々の美しい自然が楽しめ

る非日常的な空間に、国内外の富裕層をターゲットとした高級ヴィラを開発いたします。

２．新規事業開始の時期

2025年３月期において、ヴィラの設計を完了、翌期2025年４月から建築工事を着工し、2026年秋に竣工を予定して

おります。

３．当該新規事業が営業活動に及ぼす重要な影響

上記のとおり、2026年秋の竣工を予定していることから、2025年３月期の業績に与える影響は軽微です。なお、当

該事業による総支出額は、58億円（消費税込み）を見込んでおります。
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